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会 議 等 結 果 報 告 書 

文書番号 ３３４ 
会議区分 会 議 ・打合せ・協 議

決裁期日 平成１８年２月２４日 

名 称 平成１７年度上富良野町学校給食審議会 

日 時 平成１８年２月２４日 午前１０時００分 

場 所 社会教育総合センター １Ｆ 小集会室 

出席者 

（教育関係者）西小 須貝校長、上小 金子校長、上中 山根校長、上小 PTA 佐藤、 

西小 PTA 椋木、 東中小中 PTA 岩田 

（学識経験者）学校薬剤師代表 坂田                計 ７名 

（町）中澤教育長・岡崎施設長・阿部主査・三浦学校栄養士    合計 11 名 

平成１７年度上富良野町学校給食センター審議会 

(1) 会議議案・資料（別紙） 

(2) 議事（議案第１号） 

 岩田委員：炊飯加工委託分を町補助で負担し保護者負担の軽減を図っているが、他町

      の補助状況はどうなのか。 

 阿部主査：全て保護者負担で、給食会事業に対し町の補助はありません。 

 須貝会長：諮問事項について協議するに当たり事務局同席でよろしいか。 

 他委員：承認 

 佐藤委員：資料Ｐ３については、わかりにくいが、給食の質を下げないこと希望して

      おり、やむを得ないと思います。 

 岡崎課長：加工賃は費用経費であり、上げざるを得ない状況です、が給食内容の質を

      下げないで、今後も継続していく考えです。 

 岩田委員：米は下がっているが、野菜の価格についてはどのような状況か。 

 三浦栄養士：米については平成１８年度より２８７円/kg から２６２円/kg に下がり、

       野菜につきましては、夏場下がり冬高値の状況で、購入価格は年間を 

       通して考えております。 

 坂田委員：この値上げで何年維持可能か、心配ですが、どのように考えているのか。

 中澤教育長：今後、給食費については２年に１回の見直しが必要になってくると考え

       ます。 

 阿部主査：今回の値上げ要素は、米の値下がり＋牛乳の値上がりを含め、加工賃の 

      値上がりに対応すべく給食費保護者負担の増であります。 

      副食につきましては、現在の価格で次期見直しまで価格変動も対応可能と

 椋木委員：仕方がないと思いますが、今までの美味しい給食を継続してほしいです。

 須貝会長：ここで、欠席委員の意見等ございましたらお願いしたいと思いますが。 

 他 委員：承認 

 岡崎課長より報告：欠席委員３名（小玉・吉田・佐川） 

         吉田・佐川 両委員より、管内でも上富良野町の給食は上水準で 

         あり、この水準を維持していくためにもやむを得ないと考える。 

 岩田委員：今回の値上げは、実質加工賃であり、保護者に対し、加工賃は保護者で 

      あることを、給食の内容充実でなく、現在の充実した給食の継続のための

      値上げであること、の十分な説明が必要である。 

内 容 

 須貝会長：以上、各委員さんの意見も今の給食のレベルを下げないためにも値上げは



      やむを得ないと、委員さんの意見が一致していることから答申書としたい

      と思います。これで審議を終了したいと思います。 

 他 委員：承認 

 須貝会長：その他として、何かございましたらお願いします。 

 山根委員：学校給食センターの施設設備について状況はどうか。 

 阿部主査：ボイラー更新、及び配管（給水・給湯・ガス）改修工事も無事終了し、 

      順調に稼働しております。 

１年間は細かく様子を見つつ運転業務に当たります。 

      また、春休み中に調理機器（釜２台・揚げ物機２台）の更新を致します。

      その他、昭和５５年１月開設で老朽化しており、施設・設備整備について

は、町全体の計画で整備を進めております。 

      その他として、徴収事務交付金については行政経費の見直しから学校給食

      会事業運営費として考え事業推進することを報告致します。 

      また、平成１８年度より費用弁償については規則改正により無支給となり

      ますのでご理解願います。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


